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「地方J都市青年団組織化過程に関する一考察
一一北海道函館市を事例として一一

菅原良

The Organizing Process of Y outh Association 
民aLoca1 City， Hakodate 

Yoshiko SUGAW ARA 

はじめに

27 

都市の青年団の歴史的研究は，農村の青年聞の歴史的研究に比べて極めて少ない。都市の資年

団に関する研究が極めて少ない現段階では，各地の都市の青年間の実態を明らかにする作業を積

み重ねることが求められているといえよう。本稿では， r地方jの中核都市である函館市をとり
あげ， r地方J都市青年間の成立過程を明らかにする。
農村の青年間の組織化は，白露戦争以捧の1905年から1920年の聞に進められたのに対し，都市

では農村より遅れ，臨時教育会議以降の社会教育行政機構の整備・確立を契機とし，1920年をピー

クとした1915年-1930年に青年団の組織化が進められたことが上野最三により明らかにされてい

るは)。上野の研究は大阪市を中心とした 6大都市(大阪の他，東京，横浜，名吉屋，京都，神戸)

について行われているが，本稿では，これまでほとんどとりあげられていない「地方」都市であ

る函館市を事例に， r地方j都市青年盟の成立過程を明らかにしたい。
その際，都市行政の機能との関係，特に衛生組合(2)との関係に留意しながら考察をしていく。

近年の都市史研究において，学区や町，及びそれを単位とした衛生総合や方面委員制度などの住

民組織の都市支配における役割が大販市の事例を中心に暁らかにされつつある(3)。松下孝昭は，

大阪市を事例として小学校設立と運営のための経費や事務を負担した学区(連合町)を基盤とし

た「土着の嘗業者・資産家Jが，名誉職である(学)区会議員となっていたこと，これらの(学)
区会議員が学芭が廃止される1910年代頃まで、都市行政を担っていたこと，衛生組合や在郷軍人会

といった地域住民組織は学区を単位として組織化され(大阪市では，衛生組合の区域が一時期細

分化され各国7単位になったが，狭小すぎて機能しなかったため学区単位に戻された。)，これらの

紐織の役員は学区会議員が兼任していたことなどを明らかにしている{針。つまり，大販市では「学

毘が生活共同体としての最適の区画jであり，都市行政の機能の要であったという事がいえる。

本稿では，できる限り都市行政の機能と青年留の成立単位にも留意しながら，また大都市と「地

方j都市とを比較しながら考察していきたい。

本稿でとりあげる甑館市は， 1930年代初めまでは，人口規模において全国で10位以内に入り，

6大都市に続いている(資料1)0 1910年代末から人口が急増し，失業や糞困などの社会問題も

深刻になり，賃金上昇などをもとめる労働運動もおこった。矛盾が拡大する時期の「地方J都市

行政において，青年間の組織化がどのように進められたのか，函館市を事例に明らかにしたい。

資料は， r磁館毎日新開j，r函館新聞J，r函館市学事一覧J，r函館底(市)r-広報jなどを使用す
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る。

1. 6大都市の青年間成立過程

まず 6大都市の青年盟の成立過程とその組織単位を概観しておく (5)。

8大都市では，各地域の青年期の経織化がほとんど進められていない中で， 1920年前後に全市

を対象とする連合青年団が行政(学務課や社会教育課)主導で結成された。そして，連合青年間

結成と同時にあるいは遅れて区連合組織，各町・学長E青年団が紐織された(会社・商店・総合青

年間の組織化が進んでいた大阪市を除く)。その組織化は「この時期に(1910年代後半から20年

代一一筆者)発生した都市問題や，高揚しつつあった労働運動，社会運動に対して展開された

都市政策の一環J(6)として行われ， r大鶴居，大会社の青年能弟をJ(7)中心に f資本家層の要求に
応える形でjすすめられた。その活動は補習教育，娯楽体育活動，社会奉仕活動であり，特に補

習教育は学校教育の「代位Jとして青年間活動の重要な柱であったとされている。
6大都市それぞれにおける青年間の組織化過程とその組織単位は以下のようになっている。

まず，東京市では， 1920年7月に市長を団長とした東京市連合青年間が結成され，その頃から

単位青年団の組織化も進められている。東京市の青年団の成立単位は小学校区が中心であり，

1927年に東京市連合青年間が発表した「学校青年間振興策jでは，学校団と町内団を年齢により

区別している (8)。

横浜市では19日一1916年頃連合青年団が結成され，資年団体数・青年罰員数は1920年代に急増

している。青年屈の成立単位は小学校区が中心となっている。

名吉屋市では， 1919年に市政30濁年にあわせて名E古屋市連合青年団が結成され， 1910年代末か

ら1920年代にかけて青年間体数・団員数が増加している o 青年団の成立単位は，小学校連院が中

心で‘商践・工場を単位とした青年団はごく蟻かであった。

京都市では， 1918年，京都市小学校開設50年を記念して，各学区・荷屈・会社・工場・組合な

どに青年聞が設置され，京都市連合青年冨も組織された。京都市連合青年冨は，主に会社・商居

内で結成された実業青年団で構成され，学区青年罰は僅かであった。

大阪市では，他都市とは違い連合青年間設立前から鞄j苫・同業組合や小学校関窓会を単位とし

た青年間(会)が組織化されていた。 1917年6月には，大阪市学務課が中心となって市長在団長

とした大販市連合青年聞が結成された。この時期の青年間の主流は会社・高}吾・銀行・組合の青

年留が主流であったが， 1919年以持，学務課の取り緩みによりは学区・同窓会単位の青年団が増

主目している。

神戸市(9)では， 1922年に市長を屈長とする神戸市連合資年間が結成された。各匹(口!日学長o
ごとの連合青年間結成も奨励され， 1925年までにはすべての区で結成された。神戸市では1920年

代から1930年代にかけて青年回数・青年団員数が増加している。青年団の成立単位は1910年頃ま

では，宗教団体や商業団体を基盤としており，布教や信仰強化，学習という目的をもって意図的

に組織された青年会が多かった。 1910年代に入り小学校匹や各町安基盤として組織化されていっ

た。青年罰の成立単位は衛生組合と同じであった。

以上からは， 6大都市では1920年代を中心に1910年代末から1930年代にかけて，小学校区単位，

学区単位，あるいは商屈・会社・工場・組合単位の実業青年毘という形で青年盟が組織化された

ことがわかる。つまり，農村とは違い，村落共同体を基盤とした若者組からの系譜を号|く怯統的

な青年集聞の再編ではなく，新しく組織をつくるかたちで青年毘が組織化され，労働の場である
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職場と生活の上で身近な区顕であった小学校区，学区(あるいは小学校速区)を単位とした青年

屈の組織化が行われていたといえる。

2.北海道庁の青年団組織化に対する施策と青年間の組織化状況

次に，上記の 6大都市の青年団の成立過程とその成立単位とを比較しながら.r地方J都市で
ある麗館市の事例について考察するが，その前に北海道における青年盟組織化に対する施策とそ

の組織化状況についておさえておく。

北海道では.1915年9月の f青年間体は青年修養の機関Jであると規定した内務省・文部省の
宮司令「青年屈の指導発達に関する件j.内務・文部次官通牒「青年団体に関する件Jを受けて(10)

10月に通牒「脊年団体の設賓及び指導に関する件jが北海道庁から14支庁，札幌区，小樽125:.磁

館区の院長宛に出される。この中で，青年屈の目的は身体鍛錬・心身向上によって f健全なる国

民たる素質を作るJことであるとされ，青年団の指導理念は教育勅語と戊申詔蓄を基本として「国
民の人格を修養し善良なる間風そ樹立するにありJとされた(11)。内務省・文部省は1918年に「青

年聞の健全発達に資すへき要項j.1920年に「青年団体の内容整理並実質改善方j.r青年団員に
令旨を賜ひたるに付奉仕方j.1925年に「両陛下御結婚満二十五年の御祝儀に際し男女青年団体

事業奨励下賜金に慢する件j.r両監下御結婚満ニ十近年の御祝儀lこ際し，男女青年罰体事業奨励
御下錫金に対する施設要項jといった言11令や通牒を出し(12) 北海道でもこれらを受けて青年団

に対する施策が出された。すなわち1916年12月には北海道庁長官名で「青年団に対する告諭Jが
出され(13). 1918年5月には「青年団施設要項j.1922年12月には「青年間補助規定Jが定められ
た(14)。

資料2は北海道支庁・市別の青年酷・青年団員数をまとめたものである。数字が合わないなど

厳密性に欠け，また1917年の青年閲員数は正関員とその他の閉員の区別がないのに対して.1921 

年と1930年の数字は正屈員のものであるので単純に比較ができないが，おおかたの傾向はつかめ

るであろう。資料2からは.1917年段階で支庁(郡部)については，青年屈の組織化が進んでい

たことがわかる。その後約半分の支庁において青年間・青年団員数の減少が見られるが，それは

前述した1915年の内務・文部次官通諜で，青年屈体の設置区域は市町村を単位とすることを基本

としたため青年団組織の統合・再舗がおこなわれたこと，また同じ1915年の内務・文部次官通牒

で青年団員の年齢を20歳まで(15)としたため青年盟員の整理が進められたこと，あるいは町村の

市部への編入などによるものであると考えられる。支庁に対し，市部では1917年段措では札幌市

を除き青年閣がほとんど組織化されていない。旭川区においては，少年団の組織はあるが青年国

の組織は全くないという状況である(則。北海道の都市では，青年団の組織化は6大都市よりも

遅く 1920年代以降進められたということができる。特に函館市は他都市と比べ，青年間数・青年

団員数とともに著しい増加を示している。

6大都市と函館市の事例からは，上野が指摘するように，農村では青年間「自主化J運動が展
開する1920年代に，都市では青年団の組織化が行われており，この時期都市で青年額 f自主化j

運動がなされる余地はなかったといえるであろう(17)。

3. r圏館青年団J成立までの状況
次に，醤館市(誌)における青年団の成立経過をおっていく。甑館市(区)では.1921年11月

に「函館青年団Jが結成され，その後1926年2月に「函館市連合青年盟Jが結成される。ここで
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は，まず，最初の f函館青年匝j成立に至る過程を概観する。

1918年10月時点での函館毘における青年間の状況は(18) 区内には青年団が5回体あり，それ

らは度内一円，あるいは 1町や数町を区域としていた。団員の年齢範囲は18裁から50歳までであっ

た。闘員数は253人であり，前年度より盟{本数は増えているものの，部員数は半分以下になって

いる。

函館区では， r令旨J(19) 1周年を記念して連合青年間を発足させるべく，遅くても1921年9月
頃には区当局において規約などの検討がなされていた(20)。この時点で，北海道では謡館・旭)11・

小樽症と上川・網走・函館支庁を除いた各支庁・区において，連合青年間が既に設置されていた。

西岡貫太函館区長(21)は， 10月14日には，各町に青年盟を組織し連合会に統一する方針について，

既設青年間の間長(山背泊青年団団長他数名)から賛成の返答を受け，小学校校長と既設青年盟

国長との協議をそれぞれ何度かおこなった(22)。また，函館区助役を委員長，思立小学校校長，

校長が推薦した各校同窓会員各 l名，教育会長の推薦した役員 2名，既設青年団幹部各2名の委

員からなる創立準備委員会を結成し，さらに 5小学校の校長を委員とした小委員会を設けて函館

青年団結成への準備を進めた。準備委員会では，商館青年問団員IJ.繊領，発問式の宣誓書，発母

式の宣伝方法，発団式の段取りなどを協議し， r令旨J1周年となる11月22日の函館青年開発図
式を迎えた。

4. r函館膏年罰jの成立と衰退
函館青年盟発盟式は，資小学校にて北海道庁長官代現・加勢戴太郎教育社会係主事らを来賓と

し，約700名出席した中で行われた(23)。式では盟問，宜言，綱領などの議決がおこなわれ，準備

会での原案通り可決された。つまり，この函館青年間の結成は準繍会，特に区当局と小学校校長

とによって筋脅きが警かれており，発問式は形式的なものであったといえる。

団員日を資料3-1に示した。昌則によると闘舘青年間の目的は， r健全なる富民J，r善良なる
公民Jの育成であるといえる。注目すべきは，函館亙で1つの青年間とし，小学校通学区域を単

位として分聞を設置していることである。国の運営事項の決定は，役員と評議員(分団長を含め

た分団の代表者)でなされることが分かる。役員の構成は(24) 函館青年団の団長は回聞にもあ

るように霊長館区長・西開貫太，部団長は助役兼教育社会課長・伊藤貞次と蟹小学校校長・鳥翼政

治(函館小学校教員互助会会長も務める)である。顧問は10名おり，全員の鰻躍を確認できてい

るわけではないが，区の有力者でしめられている。例えば，粛藤輿一部は医師であるが， 1920年

には函館教育会会長就任，その地青年学校などの校長や謡館市体育協会副会長などにも就任，

1938年から1942年には麗館市長を務めている。また，小熊幸一郎は商経営者で、あるが， 1914年

以降30年以上にわたって学務委員になっており，また1905年12月から1910年5月まで区会議員も

務めた。その他会社・北海道銀行・函館商工会議所の役員なども務めている。渡遜熊四郎は百貨

居経営者であり， 1916年から1940年まで学務委員を務め，その他会社役員や愛国婦人会や煙車小

売商組合などの地域屈体役員にも就任している。また，関本忠裁は商居経営で， 1902年から1910

年まで高業会議所会頭に就任，商業関係の組合長や会社役員なども務めた。幹事は5名で，確認

できる限りでは内 2名は区の職員である。

次に分間役員についてであるが，分間長は盟関にもあるように小学校校長である。離分団長は

回出では 2名となっているがI名のところもあった(準分団)。教監は 2-3名となっている。

劇分団長・教監の何人かは小学校の教員がなっていることが確認できる。分母理事・評議員につ
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いては資料がないため確認できない。

団員は13歳以上25歳以下の青年である。1921年11月末時点での各分間の入団者は，幸分間135名，

曙生分団15名，住吉分間22名，第二東川分間33名，東!日分間22名，資分屈73名，高砂分自28名，

新J11分間20名，若松分屈24名，亀匝分間4名，千代ヶ岱分間 5名，松風分間28名，合計409名となっ
ている(25)。

函館青年団発屈式ののち，分間長会議が何度か開催され，各青年分間の発団式が次々と挙行さ

れた。しかしながら，函館青年団の組織化は頼調には進まなかったようである。函館青年間発曲

部からの青年盟組織である鯖縄(たなごま)青年屈は， 1921年12月10白に総会を聞き， ai館青年

鴎脱退の件について決議している(26)。理由は， r当団は函館青年間創立に当たりでは素より其の
挙に賛して入団加盟せしが11月22E3の発問式に臨みて出席者の半数以上が小学校在学生なるを見

てか、る小学生と吾々は将来其の行動を倶にする能はずJというものであった。発問式の出席者
700名のうち半数以上が小学生であったとすれば，来賓や青年団役員を除けば，青年はせいぜい

300名前後であろう。函館脊年盟は行政主導で小学校を軸にかなり強引な方法で結成され，青年

には浸透していなかったということがいえる。また，前述のように1926年には函館市連合青年間

が結成されるのであるが，その時に市長・佐藤孝三郎(27)が「今も五六の特殊青年聞があるが嘗

て市当局が肝煎りで作った小学校本位の青年盟は有名無実になって了ったj<28)，r先年当市には
ai館青年間なるものが組織されたのでありますが，当時機運が未だ歪らなかったのか其の後の施

設が当を得なかったのか兎に角右の趣旨に照して甚だ遺輔の状態にあります。J(29)と語っている o

このことからも，函館青年盟の組織化は行政主導でおこなわれたが順調に進まなかったことがわ

カ〉る(30)。

この時期，樹館青年盟結成の他に，在郷軍人会分会において組織変更をおこなうことが決議さ

れたがお衛生組合員不足のため衛生総合の統蕗合の方針が出されたが32) 間関区長が婦人会

や処女会の結成の方針を出したり (33)と地域組織をテコ入れしようとする姿勢が見受けられる。

函館でも大正デモクラシーの影響により，労働者による労働条件の改善を求めるストライキがお

こなわれ， 1920年に入ると頼発し，労働組合も結成された。つまり，上野が指捕するように，青

年間結成は，青年の労働運動参加を阻止するための都市政策の一環であり，問様に他の地域団体

へのテコ入れもおこなわれた。しかしながら，上記のように函館青年間の組織化は順誌に進まず，

1926年2月の商館市連合青年間の結成となる。

5.函館市連合青年毘の成立

前述のように，謡館青年団の綴織化は進まなかった。しかし，その後1925年に佐藤孝三郎市長

により商館市連合青年匝結成の方針が出される(34)。そして，連合青年間結成のための準備委員

会が開催された。その準備委員会の開催の案内状には， r小学校教育終了後学校教育を受くる機
会を有せざる青少年を指導して人生の危機を誤らざらしめ且つ健全なる国民善良なる公民たるの

素養を得しむるは我国現下の情勢に鑑み極めて緊要Jであること，かつて青年回が組織されたが

「遺憾に堪えざる状態にて新青年盟組織は今や自覚せる一部青年間の盛なる要望Jであるため，
青年盟組織結成を計麗したと書かれていた(35)。青年間が公民教育のため機関として位置づけら

れていること，また，今回の連合青年盟結成の背景には青年の要望があったことがわかる。

この準錨会の案内状は，市長に選ばれた宗教家，道庁・市立学校校長，在郷軍人会，既設青年

会，教育会，乃木会軍隊関係者などの代表者，また保導委員と僑生組合長に選ばれた各町内の代
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表者などからなる準備委員460名に発送されたものであった(36)。

この準備会では，衛生組合事務所を集会所とした町単位の青年聞を組織し，それらの連合組織

である函館市連合青年罰を結成することを決定し，また連合青年間準賠(資料4-2)の可決，

準則に従って各町単位の青年間の組織化を進めるための各町の代表者の決定をおこなった(37)。

その後，設立した各町青年盟の団長会議などが開催され，発図式についての話し合い，連合青年

盟問賠(資料4-1)の協議ー決定，盟長・副団長の決定などがなされた(38)。団長は市長，副

団長は函館教育会会長・谷地頭青年間団長の粛藤輿一郎(函館脊年団では顧問を務めた)と要寒

苛令官の安井義之助であった(39)。各町青年間も次々と結成され発図式が開催され， 1921年11月

に結成された函館市青年団解散のための評議員会・総会も開催された(40)。そして， 1926年2月

11日，函館公爵にて消訪韓，在郷箪人会，各町青年団，その他一般市民の参加者1万人のもとで

函舘市連合青年団発司式が挙行された(41)。内空軍は令旨泰読，連合資年団長式辞，北海道庁長官

告辞の代読，市会議長他の祝辞などであった。その後函鎖市連合青年団評議員会が開かれ細則(資

料4-3)などが決定され(42) また，各町青年団でも例会が続々と聞かれ，以持各町青年盟を

基盤に麗館連合青年聞は活発な活動を行っていく。

以上が，醤舘市連合青年図の成立過程であるが，その特徴を函館青年団と比較しながら整理し

ておく。まず，喜重館青年間は市全体で一つの青年間とし，そのもとに各分割をおいたが，今回は

連合青年間としたことである。そして，その組織化は函館青年聞が函館区と小学校関係者を中心

に進められたのに対し，商館市連合青年盟は学校長の他地域住民組織の代表者により進められた。

また函館青年団では小学校通学区域を単位として分間を結成し，分団長を小学校校長としたが，

函館市連合青年団では各町単位で青年題を結成し，衛生組合事務所を集会所とした。商館市の衛

生組合は(43) 戸数200戸に l組合を巨安に結成され，多くの場合旧 5人組制の組頭が衛生組合長

を兼任した。函館市では，衛生組合連合会に市の徴税関係の芸書類送付を講け負わせている(44)。

衛生組合は衛生業務だけでなくそれ以外の業務もおこなっており，生活に結びついた都市行政の

末端機構であったといえる。謡館市の青年団は生活に密着した組織である衛生組合と開じ区域で

組織された(45)。商館市における資年間の組織化は，地域住民組織である衛生組合と同じ区域で

なされ，地域住民組織の代表者をまきこむことによって成功したといえるであろう。

おわりに

以上 6大都市と「地方j都市函館市における青年間の組織化過程について考察してきた。

本稿では，まず 6大都市では， 1920年を中心として1915年から1930年代に青年館が組織され

ているのに対し，北海道の「地方J都市では，それより譲れ1920年代以降青年間の組織化が進め

られた。

また，函館市では， 1921年11月に小学校通学区域を分間として f函館脊年間jが結成されたが，

活発な活動が見られず衰退していった。函館市では，就学児薫の増加に小学校増設が追いつかず，

学級編成の都合で児童の学校関の転送が毎年行われていた。そのため，冗弟姉妹が入学する学校

が年々違うという事もあった(46)。また， 1922年から1924年にかけて小学校が3校増設されてい

る(47)。この状況では，通学区域などあってないに等しく，間じ地域に住んでいても違う小学校

を卒業する状況があったといえよう。商館青年毘分盟の罰長を小学技校長とし，その単位を小学

校通学区域としたことは，青年を小学校通学底域ごとに掌援し，卒業と開時に青年団へ組織化し

ようとする行政の意図があったと，思われるが，通学宮城が未定着であったため実態に合わず，~
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館青年団の組織化は進まなかったものと思われる。

それに対し， 1926年に結成された「臨館連合青年司Jのほとんどは各町を単位として組織され，

都市行政の末端を担っていた衛生組合と同じ単位に青年聞が結成された。

6大都市では，小学校区，学区，そして職場を単位として青年聞が組織された。 6大都市につ

いては，今後各都市をさらに詳しく検討する必要があるが，おおよそ以下のことがいえると考え

られる。都市における青年間の組織化は，都市行政の末端機構である生活と結ひ申ついた地域住民

組織(衛生組合や在郷主要人会など)と同じ単位でおこなわれた。その成立単位は 6大都市では学

区(あるいは小学校連区)が中心であり， r地方j都市である商館市では学13:より小さい単位で
ある町であった。また，函館市では青年聞の組織化に地域住民組織の代表者が関わったことも，

青年聞の，組織化が成功した要因であると考えられる。一方で，大都市では職場も青年団の成立単

位であったのに対し， r地方J都市函館市では職場は青年間の成立単位にはならなかった。
本稿では，都市の青年閣の活動の麗聞にはふれることができなかった。都市における青年間の

機能を明らかにするためには活動内容の検討は欠かせないが，今後の課題としたい。

{数]

(1) 上野景三 f1920年代における都市青年間の組織化一一大阪市の青年間組織化過程をゆ心に一一j

u信州自様j第59・60合併号， 1984年)。
(2) 衛生組合とは， 1880年代以降級織され，町村において伝染病予防対策などの衛生業務を末端におい

て取り扱う住民の隣保衛生組織である。

(3) 都市史研究の動向については，原田敬-f都市問題論から近代社会へJ(歴史科学協議会編集 f歴

史評論j471号，校倉害警房， 1989年7月)，横井敏郊「日本近代都市史研究の展開J(fヒストリア』

130号，大阪膝史学会， 1991年3月)，成問題 f近代日本都市史研究のセカンド・ステージj歴史科

学協議会編集『震史評論J500号，校倉議房， 1991年12Jヨ)を参照した。

また，都市支配における学阪の役割については，松下孝昭「大阪学区廃止問題の展開一一近代都

市史研究の…視角として…-J(f日本史研究J291-1'手，日本史研究会， 1986年11m，衛生組合につ
いては，向「大阪市尿尿市営化問題の展開一一都市衛生事業と市政・地域J(rヒストリアJ119号，

大阪懸史学会， 1988年6月)，原田敬一「都市貧民論一ーその支配の構造一一J(r部落問題研究i

87特別号，部落問題研究所， 1986年6月)，尾崎耕認 f紹和恐慌織の地域団体について一一衛生綴合

と深尿汲取料問題一一J(神戸市会画調整局『神戸の歴史』第19号，昭和63年8月)などを参照した。

その他，都市支配構造に関する研究として，原出敬一「都市支配の構造一一地域秩序の担い手た

ち一一J(歴史科学協議会編集 f歴史評論J393号，校倉著書房， 1983年UJ)，問「都市支配の再編成

一一日露戦後の大板市政改革運動をめぐって一一J(rヒストリアJ101号，大阪歴史学会， 1983年
12月)，小路沼泰直f臼本近代都市史研究序説J(約書房， 1991年)， 1920年代については，松下孝昭f1920

年代の借家争議調停と都市地域社会一一大阪市の事例をゆ心に一一J(r日本史研究J299号，日本

史研究会， 1987年7月)，大森実「都市社会事業成立織における中間勝と民本主義J(rとストリアJ

97号，大阪歴史学会， 1982年12月)などがある。

(4) 同上，松下孝紹「大阪学区廃止問題の展開J。

(5) ここでの記述は，特にことわりがない限り，前掲，上野景三三 f1920年代における都市脊年団の組織

イ七jを参照した。

(6) 向上， pp.197o 
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(7) 同上， pp.221。

(8) 東京市の青年隠の成立単位については，東京都立研究所 f東京都教育史j通史編3 (平成8年)，

pp. 444-448， pp. 939-944を参照した。

(9) 神戸市の青年間の成立過程については，上野の研究の他，前掲，尾崎耕司「紹和恐慌期の地域団体

についてム神戸市教育史編集委員会『神戸市教育史i第l集(神戸市教育史刊行委員会，昭和41年)，

f新修神戸市史j歴史編N近代・現代(王子成6年)を参照した。

(10) 以下，内務省・文部省訓令・通牒については，能谷辰治郎『大日本青年間史j昭和17年(復刻版は

財包法人日本青年館から王子成元年に出版されている。本稿は復刻版に依る)， p予.197-231を参照した。

似 r康談会明治・大正・紹和青年間よもやま話しJ(r道脊協15潟年記念誌J，北海道青年団体協
議会， 1963年2Jヨ) pp.21-22，松本遼雄「北海道の青年初運動J(rおおいなる明日へ一一北海道
青年団体協議会創立35周年記念一-J，昭和58年) p. 50 

同 詳しくは，思立教育研究所 f日本近代教育百年史j第7巻(1974年) pp. 972-990，前掲，能谷辰

治郎 f大日本青年間史Jpp. 201-206などを参照。

同 f北海之教育j第288考(北海道教育会，大正6年) pp.56-580 

(14) 新北海道史j第5巻通説4 (磁和50年) p. 1610 

(15) 1920主手の内務省・文部省訪11令「青年団体の内容務理並実質改善方jでは「地方の実状Jにより25歳

まででもかまわないとした。

同 「都市青年団体施設要綱J(r都市青年団体施設概況j文部省普通学務局，大正7年12月)p. 2 (1918 

年10月調査)。

(1時 前掲，上野景三 fl920年代における都市青年間の組織化Jp.211参照。上野は都市では「青年の自

主的なエネルギーは青年屈の f自主化』へとはむかわず，むしろ青年間とは切り離され対抗するとこ

ろでの綴織的労働運動や水平運動へとむかつていったjとしているが，函館市については，現段階で

は労働運動が青年}震をどれだけ旬摂し得たか明らかではなく，判断を留保したい。また，青年間「自

主化jをめぐっては概念の明縫化が必要であると繁華言は考えているが，このことについては別稿に譲

りfこい。

(1時 前掲， r都市青年団体施設概況jの f都市青年間体状況一覧jと f都市青年毘{本施設要綱jによる。
州 全国の地方青年間は， 1919年10月以降明治神宮造営工事に「奉仕Jした。そのことにより1920年11

月1Bの鎮座祭後の11 Fl 21 ・ 22 臼に，内務・文部省の主総で全~青年図明治神宮代参者大会が潤催さ

れ 2目白に皇太子から f令旨Jを「賜ったJ(前掲，熊谷辰治郎『大日本青年間史Jpp.131-155)。

側 f函館毎日新樹』大正10年9月16臼夕刊(大正10年9月178発行) p. 10 

信1) 西側賀太は函館阪(市)長に1921年7月7臼から1922年12月12日まで夜任(函館市史編さん室『甑

館市史j通説編第3巻，平成9年， p.37・p.241)。

側 以下の記述は， r磁館毎日新開j大1E10年10月14日夕刊(大正10年10月15日発行)一大正10年11月
23日夕刊(大正10年11月24臼発行)による。

制 函館青年出発図式については， r函館毎日新鶴j大正10年11月23日夕刊(大1E10年11月24臼発行)
に依っている。

側 役員構成については， r函館区報i第4号(大正11年s月1日発行)，役員の履膝については『函館
市誌J(函館日日新聞社，昭和10年)，前掲， r函館市史』通説編第3巻，問統計資料編(昭和62年)，
『磁館市学事一覧j大1E3年度~昭和18年度を参照した。

制 f函館毎日新開』大正10年12月1日夕刊(大1E10年12月2臼発行) p. 1。
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信6) 函館毎日新鶴j大iE10年12月24臼朝刊(同日発行) p. 2。函館青年屈の団則に従えば，鱗j飼育

年団は存在しない。鱗澗町は幸分屈に属するが，函館青年団発屈に当たり既設青年屈との関係がどの

ように処理されたのかについては，今のところ資料がなく分からない。

制 佐藤孝三郎は函館市長に1924年11月24日から1928年11月238まで在任(前掲， r函館市史i通説編

第3巻， p. 241)。

側 『函館毎日新聞j大正14年11月14日夕刊(大正14年11月15日発行) p. 20 

側 青年殴設立準備委員会での佐藤市長の挨拶(r函銭毎日新開j大正15年1月24日夕刊，大iE15年 1

月25日発行， p. 1 )。

側 前述したように，大都市の青年間の組織化は，学務課ないしは青年教育諜あるいは社会教育課によ

り行われた。このことにより，上野は前掲 r1920年代における都市青年間の組織化jで，大都市の育

年聞の組織化は内務省系列の社会部ではなく，文部省系列行政部局がおこなったとしており，都市青

年団の組織化は，農村のように内務省ではなく文部t請をゆ心にして進められたとしている。そして青

年間の綴織化が青年教育の領域安担当する行政機構(例えば青年教育課)の成立を促したとしている。

im館市では， 1922年の事務分掌規定によると，青年間・処女会lこ関する事項は，教育社会課の教育・

社会・殖産係のうち社会係の管轄になっている(前掲， r商館市史j遊説編第3巻， p.238)。上野の

説に従えば，商館市では内務省系列の行政部局主導により青年間の組織化がこころみられたといえ

る。この課題の解明は重要であるが， r地方j都市行政機構と国家行政機構の連関が現段階では明ら
かとはいえないため，判断を留保しておく。(その後，函館市では1925年5月に，教育社会課が教育

課(教育係と兵事係)と社会諜に独立し，青少年団・処女会lこ関する事項は教育課教育係の管轄となっ

ている。『溺館市広報i第66号，大正14年5月15日， p.190) 

~l) r函館在郷箪人分会の組織は現在各地分間を連合したものであるが統一よの不便の点少なからざる
に因り幾分団かを以て分会とし数分間の上に連合会を霞き連絡を図る事としJたは函館毎臼新開i

大正10年10月7日夕刊，大iE10年10月8日発行， p. 1 )。このことについては，同大正10年10月11日

夕刊(大正10年10月12日発行)p. 1，間大iE10毎日月29日朝刊(隠呂発行) p. 21こも記事がある。

倒 f函館毎8新開j大正10年10月29臼夕刊(大正10年10月30日発行) p. 1。実際に統廃合されたか

については確認できていない。

側 『函館毎日新開j大iE10年11月日日戦刊(向日発行) p. 2。笑擦に結成されたかどうかについて

は確認できていない。

例霊長館毎日新聞』大正14年11月148夕刊(大正14年11月15臼発行) p. 2。

側 f函館毎日新関』大正15年1月四日夕刊(大正15年1月20日発行) p. 10 

~6) 向上，及び隠大正14年11月初日朝刊(向日発行)p. 20 

。7) 函館毎日新鶴j大正15年1月23日朝刊(同白発行)p. 2，悶夕刊(大正15年1月24日発行)p. 10 

M r函館新聞i大正15年2月1日朝刊(同日発行)p. 1，岡大iE15年2月7日朝刊(向日発行)p. 2， 
同大正15年2JH日夕刊(大iE15年2Fl10日発行) p. 2。

間則では，遼合青年間の郎長・商社団長は選挙によって決定されることになっているが，r会務進捗上J
部長会議中に創立総会として団長選考委員会が開催され，委員長指名によって決定された。

側 向上『函館新聞』大正15年2月9臼夕刊，及び『商館市学事一覧i大正15年度。

安井義之助祭動後，長調清三郎(五稜郭育年間間長)が副団長となるほ阪館毎日新鶴j大正15年

4月16日夕刊，大正15年4月17日発行， p. 1)。

側 f函館章者間j大iE15年2月10日朝刊(同臼発行)p. 1。
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~l) 函鎗新聞j 大正15年 2 月 11 日夕刊(大正15年 2 月 12日発行) p. 2・p. 3。

制 『商館毎日新聞』大正15年 3月 6日朝刊(同日発行) p. 2， r函館臼日新聞』大正15年 3月6日夕
刊(同日発行 '8引1])p. 2。

約) 函館市の衛生組合については，綴石保「函館の f町内会jいまむかしJ(函館市史編さん窓『地域

史研究はこだて』第14号， 1991年 9月) pp. 58-78， r戦終中の回覧板と『燐組JJ(r函鮪昔話i第 9
号，函館パルス企画，王子成 9年 4月) pp.73-83を参照した。

似函館市広報』第63号(大正14年 4月 1臼発行) p.150 

制 n~弱館市学専喜一覧J (大正15年度版)には，各青年開名とその所在地(事務所)が渇載されているが，

事務所が衛生組合に鐙かれていないのは， 48図体中 2閏体のみである(魚市場青年間は魚市場事務所，

蓮田T青年間は異雲寺内に震かれている)。膏年間は1町で結成されているものが多いが，中にはそれ

以上を単位として結成されいる青年団もあり，その青年図も衛生組合事務所を所在地としている。そ

のため， ，ほまとんどの予脊雪主年手団は衛生組合と悶じ区域でで、組織されたと考えてさしつかえないと

制 前掲， r函館市史j逸説編第 3巻 p卯p.6悦48-65印O。
制 前掲， r函館市史i統計史料編， pp.46-470 
本稿作成にあたり，臼本青年鎗の掛谷昇治氏，市立商館図書館，北海道青年間体協議会に大変

お世話になりました。御礼申し上げます。

資料1 人口10万人以上都市教および上位20位都市・人口

大IE9 (1920)年 大IE14(1925)年 昭和5 (1930)年 昭和10(1935)年 昭和15(1940)年

都市名 人口 都市名 人口 都市名 人口 都市名 人口 都市名 人口

l 東京市 2， 173， 162 大阪市 2，114，809 大阪市 2，453，596 東京都 5，875，667 東王R都 6，778，804 

2 大阪市 1，252，972 東京市 1，995，303 東京市 2，070，529 大阪市 2，989，874 大阪市 3，252，340 

3 神戸市 608，628 名古屋市 768，560 名古E章子H 907，402 名古慶子有 1，082，816 名古屋市 1，328，084 

4 京都市 591，305 京都市 679，976 神戸市 787，596 京都市 1，080，593 京都市 1，089，726 

5 名古鷹市 429，990 神戸市 644，212 京都市 765，142 神戸市 912，179 横浜市 968，091 

6 横浜市 422，942 横浜市 405，888 横浜市 620，296 横浜市 704，290 神戸市 967，234 

7 愛崎市 176，554 広島市 195，731 広島市 270，365 広島市 310，118 広重量市 343，968 

8 広島市 160，504 長崎市 189，071 福岡市 228，290 福岡市 291，158 福岡市 306，763 

9 頭書富区 144，740 画言館市 163，972 長崎市 204，179 災 iii 231，333 川崎市 300，777 

10 呉 市 130，354 金沢市 147，420 函館市 197，252 仙台市 219，547 八幡市 261，309 

11 金沢市 129，320 熊本市 147，174 災 市 190，265 長崎市 211，702 長崎市 252，630 

12 仙台市 118，978 矯縄市 146，005 仙台市 190，177 八幡市 208，629 呉 子行 238，195 

13 小樽市 108，113 札幌市 145，060 札幌市 168，575 磁館市 207，480 仙台市 223，630 

14 札線区 102，571 仙台市 142，895 八幡市 168，218 静岡市 200，737 静岡市 212，198 

15 鹿児島市 102，396 呉 子持 139，380 熊本市 164，449 札幌市 196，541 札幌市 206，103 

16 八婿市 100，227 小潟市 134，470 金沢市 157，309 熊本市 187，382 佐世保市 205，989 

17 鹿児島市 124，734 小樽市 144，884 横須賀市 182，871 磁鎗干有 203，862 

18 関山市 124，521 岡山市 139，221 鹿児島市 181，736 下関市 196，022 

19 八幡市 118，378 鹿児島市 137，232 和歌山市 179，732 和歌山市 195，203 

20 新潟市 108，941 書争縄市 136，481 佐世保市 173，283 熊本市 194，139 

10万人以上の
16 22 28 34 45 

都市数

m語館市史j遇税綴第3巻，平成9年， p.5より転載)
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資料2 北海道支庁・市部青年団・膏年団員数

1917年

(大IE6年)

117 
札幌(石狩)支庁(1)

6，135 

152 
函館(渡鳥)支庁(1)

9，568 

86 
槍山支庁

3，937 

147 
後志支庁

6，259 

77 
~知支庁

9，918 

128 
上川支庁

8，682 

68 
主主総(股援)支庁(1)

4，417 

76 
浦河支庁

3，422 

6 
留務支庁

3，974 

253 
河西支庁

9，138 

45 
事11路(剣勝関)支庁(1)

4，522 

27 
根室支庁

1，775 

118 
網走支庁

4，997 

63 
宗谷支庁

3，087 

1 
札幌区(市)(2) 

1，318 

4 
言語館長i(市)(2)

617 

3 
小樽区(市)(2) 

158 

旭川区(市)(2)
記述なし

室穂区(市)(2) 

銀|路rg(市)(2) 

1，425(3) 
dZL コ 計

81，922(3) 

一

1921年

(大疋10年)

99 

5，388(1，227) 

134 

9，329( 526) 

88 

4，824 

106 

7，984 

28 

11，351 ( 694) 

211 

11，902(1，096) 

77 

3，290( 751) 

82 

2，899( 。)

118 

5，249( 。)

17 

6，970( 。)

70 

2，692( 234) 

47 

1，947( 526) 

197 

7，513 

41 

2，849( 506) 

2 

1，490( 。)

5 

349( 35) 

6 

482( 245) 

記述なし

l 

36( 61) 

5 

276 

1，335(3) 

上段は青年尽数，下段は青年鴎員数。

1921年の友郷の数字は蕊団員数。

( )内数字はその他の毘員数。

1930年の数字は正問員数。

1930年

(昭和5年)

16 

5，191 

169 

8，753 

142 

3，997 

151 

7，764 

67 

12，741 

163 

10，701 

124 

3，713 

10 

3，033 

131 

3，565 

20 

8，011 

13 

3，503 

72 

2，820 

286 

8，054 

12 

2，821 

1 

864 

47 

3，012 

15 

625 

11 

764 

15 

637 

12 

586 

1，477 

86， 818( 5，903) (3) 155 

37 

* 各数字は， 1917年は r~t海道教育沿革史J (~七海道庁内務部教育兵事課，大正 7 年) (1917年3月来現疫の数字)， 1921 

年は r~七海道教育概要j 大IE11年 8 月(北海道庁教脊兵事課，大正11年) (1921年4月1日現夜の数字)， 1930年は m
海道教脊婆覧j昭和5年9月(北海道庁学務部教育兵事課，昭和5年)(1930年4月I臼現在の数字)による。

(1) 1922年8月に札幌市支庁は石狩支庁，磁館市庁は渡島支庁， ~室蘭支庁はJl!à援支庁，釧路支庁は却11路関支庁へと改称され

る。

(2) 主主務へのrg$lJの施行は1918年 2 月，鱗|絡は1920年 7~ である。 1922年 8 月に市制が施行される。

(3) 各数字を合計すると合わないが出典のままにした。
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資料3 函館青年団自問(1921年11FJ22日発団)

(以下，引用資料中欠字はoを，疑問箇所は(ママ)などの註記を付した。)
( r函館毎日新聞j大正10年11J=J10日夕刊，大正10年11月11臼発行， p. 1) 
第一主主 総則

第一線 本毘は函館区口於ける青年の智徳E啓発し体力を鍛錬し健全なる医民善良なる公民たるの素質を

充実せしむるを以て日的とす

第二傑 本fiflは言語館青年図臼称す

第三篠本間の事務所は当分の内函館区役所内に震く

第四篠本間に分間を置く其の名称及区域左の如し

罰7名を明かにす

幸分間 主幹小学校通学反域 住吉岡

蒲生伺 鶏生河上 費!湾

伎吉河上

質向上

東)11第一分問 東川向上 第ニ東川第二分間 第ニ東川向上

高砂悶 高砂向上 新川同

若松問 若松向上 松風間

鶴岡問権 鶴岡河上 千代ヶ岱同

亀田周 亀白河上

第五線第一僚の閥的を達する為行ふ事業は評議員会の議決を綬て之を定む

第二章 E務員

新)11向上

松風間上

千代ヶ岱向上

第六係 本団は函館区域内lこ居住する十三年以上ニ十五年以下の男子を以て組織口

第七線本閏に名誉回異を澄くことを得

名誉団長は左の各号の…に該当する者の中より評議員会之を推薦す

一学識名誉のある者 ニ本国の事業を援助し功口顕著なる者

第八篠 入団せんとする者はその住所氏名，生年月日及職業を所属分団長に届出団員名簿に登録を受くべ

し

退屈せんとする者はその事由を美し所属分密長の承認を受くべし

第九鎌 田員その住所氏名を変更したるときは所属団長iこ届出づべし

第十練 団員中回別を遵守せず又は団員たる体額を汚す者は之を除名することを得

団員口徐~は毘長之を行ふ但し評議員会のj帯意を経ることを口す

第三重量 役員

第十一保本聞の役員及その職掌左の如し

団長一名 函館区長を推挙す

団長は本図を代表し閲務を統理す

副毘長二名 評議員会に於て之を推挙す

劇団長は防長を補佐し団長事故あるときは之を代理す

幹事長…名 幹事之を互選す

幹事長は団長の命を承け思務を掌理す

幹事長若干名 団長之を嘱託す

幹事は幹事長の指揮を承け箇務lこ従事す

評議員 一分間に付三名とし内一名分屈長之を以て充てニ名は分間評議員会に於て之を
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選挙す評議員は三重要望なる岱務を審議し毘則に依り其権限に属する選挙を行ふ

第十二篠本箇に顧問を霞くことを得

顧問は評議会の推薦に依り団長之を嘱託す僚長の諮問に応じ意見を開陳し罰務そ務助す

第十三篠分団の役員及其の職掌左の如し

分団長一名 小学校長を携挙す

副分団長ニ名

教監若干名

理事若干名

分団長は分団を代表し分屈の事務を掌理す

分問評議員会に於て之を選挙す

副分団長は分団長を補佐し分団長事故あるときは之を代理す

屈長之を嘱託す

教室主は分間長の指揮を承け其権限にある指導教化掌る

分関長之を嘱託す

理事は分団長の指揮を承け分間の事務に従事す

分間評議員若干名 分団員之を互選す

分団評議員は其の分尽に属する震要なる事項を審議し団員リに依り分団評議

員の権限に属する選挙を行ふ

第十/ZY篠 前ニ僚の規定lこ依り選挙せられたる役員の任期G満二年とす但し後任者の就任lこ至る迄其の戦

務を継続す

第四重量 会議

第十五僚会議を分ち総会臨時総会及評議員会とす

第十六篠総会は毎年一回之を開き左の事項を行ふ

一，間務の報告 ニ，表彰式 三三，議事 四，講演講話 五，其の他必婆なる事項

第十七係 臨時総会は団長に於て必要と認むるとき之を開く

第十八燦評議員会は随時之を開き左の事項を行ふ

一，其の権限に属する役員の選挙 ニ，事業の選定 三，予算の議決及決算の承認、

四，優良分団及模範分留負の表彰 五，其の他重要なる事項

第十九燦総会臨時総会及評議員会は関長之を招集す

総会臨時総会及評議員の議事は図長之を統環す

第ニ十僚本章の規定は分団の総会臨時総会及評議員会に之を準用す

第五掌会計

第二十一俊 本箇の会計(r年jが抜けていると思われる一一筆者)度は政府の会計年度に依る
第ニ十二係 団長は毎年度収支の予算を調製し之を評議員会口提出すべし

第二十三傑幹事長は毎年度収支の決算を調製し図長の検査説明を受け之を評議 (r員jが抜けていると，思

われる一一主義者)会に提出すベし

第二十四篠 本団の予算及決算は之を総会に報告することを聖書す

第二十五篠本団の経費は寄付金補効金雑収入及会費を以て之を支弁す

第二十六僚 本口の規定は分団口会計に之を準用す司し分関口経費は望寄付金及本国交附金を以て之を支弁

すへし

第二十七篠 閲員は図費年額金六十銭を各其の所属分団長に納むべし

団費徴収の方法は分団長之を定む

第ニ十八篠 分毘長は主主の所属鹿員の会費を取口め本団幹事長に納むべし
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第六章雑則

廿九僚本屈に評議員会及総会の議決を経るに非ざれば之を改廃することを得ず

(*第 l章者第4僚の鶴湾分間は私立小学校の通学区域である。他はすべて公立小学校の通学区域で、ある。そ

の後の f函館毎日新聞j，r話題館青年罰役員j一覧(r函館区広報』第4号，大正11年6Fl1臼)には鶴荷分
節の名前はでてこないので，間違いかあるいは団則協議の過渡ではずされた可能性がある。)

函館市連合青年国罰則・準尉・徳行規期(1921年11月22日発部)

資料4-1 菌館市瀧合青年間関

mi9館新開j大正15年2Fl 9日夕刊，大正15年2月10日発行， p. 2) 
第一重量 総則

第一線 本屈は函鎖市内各部T青年函の連絡統ーを隠り其の進歩発遼を織するを以て目的tこす

第二候本原は函館市渡合資年間と称す

第三{康本国の事務所を函館市役所内に鐙く

第ニ章組織

第辺篠 本f-llは函館市内各町青年図を以て之を組織す

第三重量 事業

第五線本団は第一号の図的を達成せんが為めに行ふべき事業の概尽左の如し

一，加盟青年f-llの連絡を凶ること

ニ，加盟青年間の事業を援助又は指導すること

三，青年司指導教養に関する研究調査をなすこと

凶，其他適切と認むる事業

第四主義 役員

第六篠本尽に左の役員を置く

題長一名 劇団長二名 顧問若干名

第七傑役員の任務15:の如し

一，団長は本国の事務を統理す

二，iliIJ団長は団長を補佐し団長事故あるときは之を代理す

三，顧問は団長の諮跨に応ず

l!!l，評議員は重要事項につき協議す

五，幹事は団長の命を承け事務を分掌す

第八傑役員の選挙及び任期左の知し

一，団長及び劇団長は総会に於て選挙し別に任期を定めず*

ー，顧問は団長之を推薦し別に任期を定めず

評議員若子名

三三，評議員は加盟青年団長及び連合青年屈の依嘱したるものとし其の任期をニヶ年とす

四，幹事は評議員会に於て選挙し任期をニヶ年とす

第九傑 思表は評議員会に諮りて指導員を嘱託することを得

第五望者 会議

第十傑本図の会議は総会及び評議員会とす

第十一篠総会は毎年一回，評議員会は随待之を開く

慢し総会は臨時招集することあるべし

幹事若手名
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第六章会計

第十二傑 本聞の経費は加涜青年団の負担する団費補助金及ひ持寄附金を以て之に充つ

第七章附員IJ

第十三篠 本則施行上必要望なる細則は団長之を定め評議員会の承認を経るものとす
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* 資料4-2の準則の第十鎌一・こと矛盾するが準則の方が正しいと思われる(ri9館日日新開j大正15
年2月9日夕刊，向日発行・日刊， p. 3による)。

資料4-2 菌鶴市連合青年間準間

( r函館毎日新聞j大正15年1月24日戦干IJ，向日発行， p. 2) 
第一章青年Bll本旨

第一燦青年聞は青年修養の機関として青年をして健全なる関民養良なる公民たるの素養を得しむるを以

て本旨とするを婆す

第ニ章名称及事務所

第二篠 青年間の名称及事務所の所在地は之れを団員日中に掲ぐるを要す

第三重量 限員

第三保青年団員を分かちて左の三となすを要す

一，正団員年齢満十二年以上二十年未満の者

ニ，特別団員 年齢二十年以上二十五年未満にして本団正問員たりし者

三，名誉団員 青年間に功労ある者又は特別援助を為したる者にして本商より推薦したる者

第四俊 正団員の資格に該当する者は総て入団せしむるを婆す但し特別の事情ある者は此の娘りにあらず

第五{係正図員を左の二部に分かつを婆す

少年部員凡そ十五歳以下の者

青年部員 凡そ十五歳以上の者

第六篠驚年団員にして其の体面を汚し又は不良の行為ありたる持は評議員会に諮りて団長之を徐名する

ものとす

第問章事業

第七篠青年間の行ふべき事業の概13左の如し

一，団員をして補習教育主主に公民教育を受けしむること

ー，団員の修養に口補すべき講演会講習会又は修養会等を関くこと

三，団員をして身体を鍛錬し主主に団体訓練を受けしむる施設を為すこと

gg，団員をして読書警研学の精衿を養はしむる施設を為すこと

五，団員の娯楽又は趣味をして清新健全ならしむる施設を為すこと

六，回員の親健を図り慶弔を共にし主主に風儀交際其他生活の改善を図るべき施設をなすこと

七，団員をして社会公共の施設を援助し愛市的事業に奉仕せしむること

八，毘員中の模範たるべき青年を表彰すること

九，禁他青年団の本旨に副ふべき諸般の事業施設をなすこと

第五重量 役員

第八篠青年団に左の役員を麓く

一，団長ニ，邸周袋三，顧問問，評議員五，幹事

役員の員数は之を邸則中に規定するを要す



42 教育学部紀委第76号

第九i傑役員の任務を定むること左の (f如jが抜けていると思われる

一，関長は関体を代表し団務を統壊す

ニ，劇団長は団長を補佐し箇長事故あるときは之を代理す

ー，顧問は重要事項に関し箇長の諮問に応ずるもの乙す

四，評議員は第十三僚の事項を協議するものとす

五，幹事は団務を掌壊す

第十篠役員を選定する方法及び任期左の如し

一，団長は総会に於て之を推薦す{壬期をニヶ年とし重任を妨げず

二，劇団長は総会に於て之を推薦す任期をこヶ年とし重任し(77)妨げず

三，顧問は総会に於て推薦す別に任期を定めず

筆者)し

凶，評議員は其の半数を総会に於て選挙し半数を団長より依鳴す任期は之をニヶ年とす

主主，幹事は評議員会に於て正団長中より選挙す任期は之を二ヶ年とす

第六牽会議

第十一保育年間の会議は総会評議員会幹事会部会の四穫とし殴長之を招集す

総会は総団員評議員会は評議員幹事会は幹事部会は少年館員青年部を以て之を組織す

第十ニ鎌総会に府議又は報告すべき毒事項の概呂友の如し

一，団員立の制定及改廃に関する毒事項

二，収支予算及決算に関する事項

三，財産の管理及び処分に関する事項

四，役員の推薦及び選挙に関する事項

五，其他団長に於て必要と認むる事項

第十三篠評議員会に於て協議すべき事項の板目左の如し

一，総会に附議又は報告すべき事項

…，事業の実施に関する事項

三，名誉団員の推薦に関する事項

[19，団員の表彰に関する事項

五，其他団長に於て必要と認、むる事項

第七章会計

第十四燦青年限の経費は団員の負担する会費補助金特志者の寄隙及び其の他の収入を以て之に充つ

第十五条 青年団に於ては経費の出納慰霊童の管理主主の他会計に関する事壌を椀瞭ならしむべし

資料4-3 函館市連合青年間鵠則

ば函館毎日新鶴j大lE15年3月6日朝刊，同B発行， p. 2) 

第一線加盟青年間は左記事項につき連合青年間長に申告すべし

一，当該青年聞に関する諸規則

ー，役員名簿(篭話あらば番号記入)

ー，団員名簿

四，事務所の所在及毘務に使隠し得べき電話番号

五，施設事業の概婆

第ニ燦加盟青年間は左記事療につき指定されたる期限内に連合青年団長に報告すベし
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一，当該年度の決算及次年度の予算事業計樹(三月三十一日)

ニ，当該年度の事業経過の概要喜(正月三十一日)

三，役員及び団長名簿の加徐訂正(J~pB) 

11!l，役員の住所事務所の位置主主lこ使用電話の異動(即日)

第三篠 連合青年間は加盟膏年間の申議により指導員又は講師の派遣をなすことあるべし

第四篠総会及評議員会は尽長之を招集し且つ其の議長となる

第五篠総会は連合青年間役員及び各加鰻青年関より選出せる口名*宛の代議員を以て組織す

但し代議員は各自所属の青年団総会の意見を代表するものとす

第六篠総会に附議すべき事項左の如し

一，本団則の制定及び改廃

一(77) 予算及び決算に関する事項

三，財援の管理又は処分に関する事項

四，其他関長に於て必婆と誌、むる事項

第七篠評議員会に鮒議すべき事項友の如し

一，総会に提議すべき事項

二，重要なる施設事業に隠する事項

三，其他団長に於て必要と認むる事項

第八条 本図の会計年度は四月一日lこ始まり翌翌年の三月三十一日の(77)に終るもと(77)す
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* 数字が抜けているが「三三名宛jと怠われる(r函館日日新開』大正15年3月6B夕刊，向日発行・日刊，
p. 2による)。


